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スライドベアリングは、  化学プラント、  重機械、  配管、  建築及び
橋梁などの広範囲で使用されます。   これらは、  熱、  地震とかそ
の他外力の結果としての膨張、  収縮及びその他の構造物の
往復運動に順応します。   低摩擦材を使用することで、  構造
物の支持をより経済的に設計でき、  高摩擦力から発生する配
管応力及び機器に掛かる荷重を軽減できます。   当社は、  ス
テンレス鋼と一緒に標準的なテフロンを使用したスライドベアリング、  
また、   グラファイトを使用したスライドベアリングを製造しています。   標
準設計品は、  1000KN までの荷重に対応でき、  当社の配管
台座やクランプ台座と互換性があります。   溶接または皿ボルト
で装着するスライドベアリングを提供しています。   標準設計に加
えて、  スライディングが必要な各種の状況をカバーできるスライドプレ
ートの設計も提供できます。

一般事項

 • ステンレス鋼上をスライドするテフロン。   この形態は、  摩擦係
  数を可能な限り小さくできます。   テフロンは、  200℃ の温度
  まで使用できます。
 • ステンレス鋼上をスライドする 25％ ガラス繊維入りのテフロン。 
  このガラス繊維入りテフロンの使用は、  高ベアリング圧に耐え
  られ、  よりコンパクト設計が可能となります。
 • ステンレス鋼上をスライドするグラファイト。   グラファイトは、  スライド
  面が高温になる所で使用されます。   500℃ まで使用可
  能です。

材質

  ・ シンプルな設計かつ製作 ・ 据付けの容易性により、  コスト
  効果があります。
 ・ 緊張よりも伸長させる設計により、  建設費を縮小できます。
 ・ ベアリング上の摩擦係数を悪条件でも一定にできます。
 ・ ベアリングは、  メインテナンス不要です。   －テフロンは、  本来
  の自身の持つ潤滑性があり、  ごみのような微粒子も吸収し
  ます。   重大なごみの侵入に対するシンプルな保護のみ必
  要です。

当社スライドベアリングの利点

 • 代替えテフロン等級
 • 代替え裏当て板  例． ステンレス鋼
 • 異なる形状
 • 高荷重
 • 高移動量
 • 異なる厚さの裏当て板
 • 異なるボルト止め形状

非標準オプション

 • SLB01 から SLB04（ ページ４） は、  8㎜ 厚さの裏当て板
  に 3㎜ 厚さのテフロンを接着させたものです。   接着されたテ
  フロンベアリングは、  最安価なもので、  スライディング面の最
  大温度 130℃ まで使用できます。
 • SLB05 から SLB08（ページ５） は、  10㎜ 厚さの裏当て板
  の窪み部に 5㎜ 厚さのテフロンを接着させたものです。   この
  埋込型のものは、  200℃ までかつ大きめのベアリング圧で
  使用できます。   より厚いテフロンは、  ごみのような微粒子をよ
  り吸収します。
 • SLB09 及び SLB10（ページ６） は、  10㎜ 厚さの裏当て
  板の窪み部に 6㎜ 厚さのグラファイトを接着させたものです。   
  これらは、  400℃ まで使用でき、  裏当て板を低合金鋼とか
  ステンレス鋼にすれば 500℃ まで使用できます。
 • 全てのスライドベアリングの組合せに対して、  テフロンもしくはグ
  ラファイトがステンレス鋼のスライドプレートに全面的にコンタクトす
  るために、  正しい移動範囲のものを選定することが不可欠
  です。   もし移動方向がわかっておりかつ据付け時に上部プ
  レートと下部プレートをオフセットすることで、  より小さい移動範
  囲のものを選択できます。

標準的スライドベアリングの組合せ

当社は、  スライドベアリングの設計及び適用法に関する長年の
経験に基づき、  専門的なサービスを提供しています。   摩擦係
数が  0.1 よりも小さい低摩擦のスライドプレートも可能です。   そ
れらは、  要求される荷重及び移動に対して特別な設計となり
ます。   標準的なスライドプレートの組合せである  SLB01 から  
SLB10 (ページ４-６) は、  表示されている荷重で効率的に働く
ように設計されています。

設計 / 選定

ステンレス鋼上をスライドするテフロンについては、  ベアリング圧が増
加すると摩擦係数は、  減少します。   図１のグラフは、  適用荷
重がどのように摩擦係数に影響するかを示しています。   ステンレ
ス鋼上をスライドするグラファイトについては、  摩擦係数は、  おおよ
そ  0.15 です。

摩擦

図１ 摩擦係数とベアリング圧の関係



  3

最大使用温度は、  スライディング面に関係することに注意が必
要です。   通常の外気の条件下では、  熱源から 100㎜ 離れ
るごとに 200℃ 下がる。   例えば、  500℃ で運転中の水平
型容器のサドル底面の温度は、  約 150℃ になると思われま
す。   テフロンを使用し、  かつ熱伝導によりスライディング面の温
度が 200℃ を超えそうな所では、  熱源とスライドユニットの間に 
絶縁体を挿入できます。   当社としては、  モノラックス 500 を推奨
しますが、  通常の高圧配管のサポート用には必要ありません。

スライディング面の温度及び 絶縁
特殊な適用に対するスライドベアリングの要求については、  次の
手順で示されます。
1． 構造物の荷重を決定する。   －適切なベアリング圧で必要
  な総ベアリング面積を表示する。
2． 構造物の剛性とか機能性に従って、  ベアリングの番号と位
  置を決定する。
3． 運転温度の制限を考慮し、  必要な絶縁を記載する。
4． ベアリングに影響を与える追加の絶縁、  防音 ・ 防振パッド
  等の特殊条件を考慮する。
5． ベアリングを取付ける最も適切な方法を決定する。
6． ベアリングのタイプを選定し、  その寸法を記載する。

設計手順

 • テフロンは、  潤滑油を塗った金属を含み、  よく知られた堅固
  な工学材料の中でも、  最も小さい摩擦係数を持つもので
  ある。
 • なめらかな滑りである。
 • テフロンは、  化学薬品及び天候に影響されないことから、   
  耐用期間に制限がない。  氷とか浸水状態下でも水分吸
  着率は、  0.01％ 以下である。   また、  化学的に不活性で
  ある。
 • メインテナンスが不要である。   テフロンは、  低温での接合を
  起こすことなく、  潤滑油をさす必要がない。
 • ベアリングは、  プレアセンブリーでも現地でも簡単に取付けら
  れる。
 • テフロンスライドベアリングは、  他のものよりかさばらない。
 • 機能停止の可能性がない。
 • 電気及び熱からの絶縁は、  電食とか熱損失を最小にする。
 • 振動を止める。
 • 小さな粒子も表面の拘束の原因とならない。
 • スライドベアリングは、  多少のミスアラインメントに順応できる。   
  従来のベアリングでは、  リーディングエッジに沿って応力腐食
  割れが起こる。

テフロンスライドベアリングの利点
サポート上へのベアリング材の接着には、  化学接着剤を推奨し
ます。   何故なら、  エポキシ系接着剤のせん断力は、  テフロンよ
りも大きいからです。   全ての接着されたテフロン要素は、  最小
1.5㎜ の厚さを備えており、  紫外線にさらされても有害ではありま
せん。   現地での接着作業は、  推奨しません。   満足のいく接
着には、  クリーンで圧力 ・ 温度がコントロールされた厳しい条件が
要求されます。

テフロンの接着

ベアリング部品は、  ボルト止め、  溶接及びモルタルによる埋込
みにより取付けられ、  ベアリングタイプは、  取付け方法に従って適
切に選定される必要があります。   テフロンは、  取付け中には溶
接スパッター、  塗装、  鉄屑等から十分に保護されることが必要
です。

取付け

スライドベアリングユニットは、  顧客の設計値を満足するための防
音とか防振が必要な場合に、  多種の弾性を持つ中間層とか
裏当てと共に設置されます。   弾性体は、  角度がつくとか回転
する動きが要求される時に使用されます。

防振/防音パッド
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SLB 01 & 02－接着型テフロン/ガラス繊維入りテフロンスライドベアリング－溶接用

SLB 03 & 04－接着型テフロン/ガラス繊維入りテフロンスライドベアリング－ボルト用

SLB

SLB

SLB01

スライドベアリング

炭素鋼裏当て板

3㎜ 厚さのテフロン
裏当て板に接着

ステンレス鋼
磨き仕上げ2B

上面プレート  (寸法L) は、  座標方
向の移動量によって、  正方形または
長方形にできる。
注文例 ： SLB02-4(AxC)

テフロン

SLB02

ガラス
繊維入り
テフロン

L (mm) 移動範囲

番号
サイズ

推奨荷重 kg

最小荷重
M 

( 四角 )
mm

P
( 四角 )

mm

番号
サイズ

推奨荷重 kg

最小荷重
M 

( 四角 )
mm

P
( 四角 )

mm

N
( 四角 )

mm
皿ボ

ルトサイズ
L (mm) 移動範囲

上面プレート  (寸法L) は、  座標方
向の移動量によって、  正方形または
長方形にできる。
注文例 ： SLB04-4(AxC)

炭素鋼裏当て板

3㎜ 厚さのテフロン
裏当て板に接着

ステンレス鋼
磨き仕上げ2B

SLB03

テフロン

SLB04

ガラス
繊維入り
テフロン



SLB 05 & 06－埋込型テフロン/ガラス繊維入りテフロンスライドベアリング－溶接用
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SLB 07 & 08－埋込型テフロン/ガラス繊維入りテフロンスライドベアリング－ボルト用

SLB

SLB

炭素鋼裏当て板

5㎜ 厚さのテフロン
裏当て板の窪み部に接着

ステンレス鋼
磨き仕上げ2B

炭素鋼裏当て板

5㎜ 厚さのテフロン
裏当て板の窪み部に接着

ステンレス鋼
磨き仕上げ2B

上面プレート  (寸法L) は、  座標方
向の移動量によって、  正方形または
長方形にできる。
注文例 ： SLB06-4(AxC)

上面プレート  (寸法L) は、  座標方
向の移動量によって、  正方形または
長方形にできる。
注文例 ： SLB08-4(AxC)

SLB05

テフロン

SLB06

ガラス
繊維入り
テフロン

L (mm) 移動範囲

番号
サイズ

推奨荷重 kg

最小荷重
M 

( 四角 )
mm

P
( 四角 )

mm

番号
サイズ

推奨荷重 kg

最小荷重
M 

( 四角 )
mm

P
( 四角 )

mm

N
( 四角 )

mm
皿ボ

ルトサイズ
L (mm) 移動範囲

SLB07

テフロン

SLB08

ガラス
繊維入り
テフロン
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SLB 09－埋込型グラファイトスライドベアリング－溶接用

SLB 10－埋込型グラファイトスライドベアリング－ボルト用

スライドベアリング

上面プレート (寸法L) は、  座標方向の移動
量によって、  正方形または長方形にできる。
注文例 ： SLB09-4(AxC)
＊500℃ －低合金鋼もしくはステンレス鋼の
裏当て板を使用する場合

上面プレート (寸法L) は、  座標方向の移動
量によって、  正方形または長方形にできる。
注文例 ： SLB10-4(AxC)
＊500℃ －低合金鋼もしくはステンレス鋼の
裏当て板を使用する場合

炭素鋼裏当て板

6㎜ 厚さのグラファイト
裏当て板の窪み部に接着

ステンレス鋼
磨き仕上げ2B

炭素鋼裏当て板

6㎜ 厚さのグラファイト
裏当て板の窪み部に接着

ステンレス鋼
磨き仕上げ2B

サイズ
M 

( 四角 )
mm

P
( 四角 )

mm

L (mm) 移動範囲
推奨最大

荷重Kg－400℃＊

サイズ
M 

( 四角 )
mm

P
( 四角 )

mm

L (mm) 移動範囲
推奨最大

荷重Kg－400℃＊
N

( 四角 )
mm

皿ボ
ルトサイズ
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注記




